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第
一
回(

平
成
十
六
年
度)

 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

一 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

山
崎 
聰 

先
生 

選 

【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

黒
々
と 

大
黒
柱 

冬
の
雷 

 
 

 
 

愛
知
県 

 

田
中 

絢
子 

 

【
秀 

作
】 

 
 

晴
の
雷 

娘
に
柘
植
ら
る
る 

受
胎
か
な  

 
 

 

茨
城
県 

 

苅
部 

貞
子 

夜
の
雷 

ゆ
ら
り
と
絵
画 
砂
を
吐
く 

 
 

 
 

千
葉
県 

 

川
嶋 

悦
子 

ふ
ん
わ
り
と 

布
団
に
居
た
り 
春
の
雷  

 
 

 

埼
玉
県 

 

縣 

康
子 

 

【
佳 

作
】 

 
 

ひ
と
と
き
は 

景
に
加
わ
る 

冬
の
雷 

 
 

 
 

東
京
都 

 

古
谷 

あ
や
を 

月
山
の 

貌
を
崩
し
て 

冬
の
雷 

 
 

 
 

山
形
県 

 

髙
橋 

善
昭 

寒
雷
や 

む
か
し
廓
の 

細
き
路
地 

 
 

 
 

山
形
県 

 

佐
藤 

栄
美 

鳥
海
の 

雲
よ
り
出
で
し 

雷
一
つ 

 
 

 
 

山
形
県 

 

菊
地 

徳
太
郎 

猫
の
耳 

ぴ
く
り
ぴ
く
り
と 

寒
の
雷 

 
 

 
 

山
形
県 

 

姉
﨑 

昭 

阿
部 

月
山
子 

先
生 

選 

【
俳
句
の
部
】 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

月
山
の 

雨
引
き
連
れ
て 

は
た
た
神 

 
 

 
 

山
形
県 

 

神
林 

久
子 

【
秀 

作
】 

 
 

 

天
と
地
を 

一
糸
で
つ
な
ぐ 

稲
光 

 
 

 
 

山
形
県 

 

大
澤 

英
幸 

寒
雷
の 

五
重
の
塔
を 

揺
る
が
し
ぬ 

 
 

 
 

山
形
県 

 

斎
藤 

耕
次
郎 

春
雷
や 

彩
が
あ
ふ
れ
て 

最
上
川 

 
 

 
 

山
形
県 

 
佐
藤 

幸
寿 

 

【
佳 

作
】 

 
 

鰤
起
し 

番
屋
の
板
戸 

砂
を
噛
む 

 
 

 
 

山
形
県 

 

菅
原 
文
夫 

雪
起
し 

と
ど
ろ
く
中
を 

母
逝
け
り 

 
 

 
 

山
形
県 

 

栗
原 

愛
子 

コ
ー
ヒ
ー
の 

豆
挽
き
を
れ
ば 

冬
の
雷  
 

 
 

山
形
県 

 

武
田 

志
摩
子 

白
山
に 

も
ん
ど
り
う
っ
て 

冬
の
雷 

 
 

 
 

石
川
県 

 

笹
次 

和
子 

海
坂
を 

な
べ
て
映
せ
り 

は
た
た
神 

 
 

 

千
葉
県 

 

飛
田 

正
勝 

【
選
外
参
考
作
品
】 

 
 

払
暁
の 

雷
一
閃
や 

城
下
町 

 
 

 
 

 

山
形
県 

 

佐
藤 

守 

遠
雷
に 

手
元
を
急
ぐ 

鍬
仕
事 

 
 

 
 

山
形
県 

 

菅
原 

角
一 

雪
起
し 

闇
の
深
ま
る 

月
の
山 

 
 

 
 

山
形
県 

 

工
藤 

竹
治 

鱈
の
背
の 

雷
模
様 

北
の
国 

 
 

 
 

 

山
形
県 

 

舟
越 

と
み
子 

江
沼
野
を 

虫
出
し
の
雷 

つ
づ
け
さ
ま  

 
 

石
川
県 

 

笹
次 

和
子 

胎
児
に
も 

聞
こ
え
そ
う
な
り 

冬
の
雷  

 
 

石
川
県 

 

松
田 

冨
美
枝 

雷
の 

止
み
て
語
り
部 

口
ひ
ら
き 

 
 

 

山
形
県 

 

佐
藤 

峯
子 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

【
雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
賞
】  

 

天
と
地
を 

一
矢
で
つ
な
ぐ 

稲
光 

 
 

 

山
形
県 

 

大
澤 

英
幸 
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第
一
回(

平
成
十
六
年
度)

 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

二 
 

（
敬
称
略
） 

坂
野 
冬
眠 

先
生 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

【
大 

賞
】 

 
 

雷
を 

神
の
天
使
と 

聞
き
わ
け
る 

 
 

 

山
形
県 

 

黒
澤 

貞
次
郎 

【
秀 

作
】 

 
 

雷
を 

落
と
し
て
ひ
と
日 

父
に
な
る 

 
 

 

福
島
県 

 

安
良 

紀
男 

厳
し
さ
と 

や
さ
し
い
母
の 

避
雷
針 

 
 

 

山
形
県 

 

佐
藤 

千
鶴 

春
雷
と 

な
ら
友
だ
ち
に 
な
っ
て
や
る  

 
 

鳥
取
県 

 

門
脇 

か
ず
お 

【
佳
作
】 

 
 

雷
と 

仲
良
く
し
よ
う 

米
う
ま
い 

 
 

 

山
形
県 

 

和
田 

き
み
子 

遠
雷
が 

い
く
さ
の
音
に 

な
る
不
安 

 
 

 

秋
田
県 

 

小
棚
木 

松
静 

ゴ
ロ
ピ
カ
リ 

冬
の
夜
空
で 

コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

山
形
県 

 

井
上 

輝
男 

雷
が 

ど
ど
ど
っ
と
冬
を 

産
み
落
と
す  

 
 

山
形
県 

 

富
塚 

光
菊 

遠
雷
と 

な
っ
た
頑
固
な 

父
の
背
な 

 
 

 

山
形
県 

 

髙
橋 

葉
月 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選 

【
川
柳
の
部
】 

 
 

【
大 

賞
】 

 
 

温
暖
化 

雷
様
も 

道
迷
う 

 
 

 
 

山
形
県 

 

佐
久
間 

ル
ミ 

【
秀 

作
】 

 
 

避
雷
針 

立
て
て
上
司
の 

部
屋
へ
入
り  

 
 

富
山
県 

 

髙
桑 

徳
郎 

雷
を 

落
と
す
親
父
が 

い
て
平
和 

 
 

 

秋
田
県 

 

細
田 

陽
炎 

雷
が 

へ
そ
の
ピ
ア
ス
を
狙
っ
て
る 

 
 

 

広
島
県 

 
掛
江 

一
弘 

 

【
佳
作
】 

 
 

雷
を 

落
と
せ
ぬ
親
を 

子
が
な
じ
り 

 
 

 

山
形
県 

 

中
川 
晴
海 

雷
神
が 

降
り
て
恵
み
の 

慈
雨
と
な
る  

 
 

山
形
県 

 

新
野 

三
拍
子 

稲
妻
を 

胸
に
刹
那
を 

生
き
て
い
る 

 
 

 

愛
知
県 

 

田
中 

絢
子 

 

【
特
別
賞
（
四
季
賞
）】 

 
 

春
雷
に 

北
の
大
地
が 

目
を
覚
ま
す 
 

 
 

山
形
県 

 

鈴
木 

異
呂
目 

雷
に 

ク
モ
の
子
散
ら
す 

夏
の
浜 

 
 

 

山
形
県 

 

手
塚 

玲
子 

農
繁
期 

一
服
せ
よ
と 

雷
雨
来
る 

 
 

 

岩
手
県 

 

若
柳 

勘
三 

雷
を 

背
に
し
て
急
ぐ 

冬
囲
い 

 
 

 

山
形
県 

 

阿
部 

義
明 

 

【
選
外
参
考
作
品
】 

 
 

ゴ
ロ
ピ
カ
リ 

冬
の
夜
空
で 

コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

山
形
県 

 

井
上 

輝
男 

雷
の 

光
を
学
ぶ 

豆
学
者 

 
 

 
 

山
形
県 

 

佐
藤 

林
三 

雷
の 

続
き
に
あ
っ
た 

青
い
空 

 
 

 

滋
賀
県 

 

北
原 

宏
一
朗 

雷
様
の 

お
は
じ
き
遊
び 

雪
俵 

 
 

 

山
形
県 

 

菊
地 

徳
太
郎 

父
の
座
が 

錆
び
て
雷 

遠
く
な
る 

 
 

 

青
森
県 

 

髙
橋 

紅
雨 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選 

【
川
柳
の
部
】 

 
 

【
雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
賞
】  

 

雷
鳴
も 

遠
き
あ
い
だ
は 

風
情
あ
り 

 
 

 

大
阪
府 

 

宮
崎 

英
明 
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第
二
回(

平
成
十
七
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

一 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

畠
山 
弘 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

春
雷
を 

重
ね
る
ご
と
に 

大
人
び
て 

 
 

 

宮
城
県 

 

菅
原 

洋
子 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

日
雷 

す
っ
た
も
ん
だ
の 
会
閉
ず
る 

 
 

 

茨
城
県 

 

堀
口 

富
男 

左
遷
地
の 

窓
や
し
き
り
に 
稲
光 

 
 

 

佐
賀
県 

 

原 

俊
一
郎 

飛
騨
の
あ
と 

美
濃
も
一
撃 
雪
起
し 

 
 

 

愛
知
県 

 

緑
川 

美
木
夫 

 
 

 

【
佳
作
】 

 
 

雷
を 

い
つ
か
ら
好
き
に 

な
っ
た
の
か  

 
 

東
京
都 

 

飯
井 

純
子 

梅
雨
の
雷 

頬
を
重
ね
に 

く
る
子
か
な  

 
 

兵
庫
県 

 

川
久
保 

麻
美
子 

鰤
起
し 

流
人
の
島
の 

た
ら
ひ
舟 

 
 

 

山
形
県 

 

小
野 

昇 

カ
ン
バ
ス
の 

若
き
自
画
像 

稲
光 

 
 

 

千
葉
県 

 

小
林 

正
寿 

妻
と
ゐ
て 

妻
と
の
距
離
や 

春
の
雷 

 
 

 

千
葉
県 

 

佐
藤 

茂
三
郎 

 
 

 

神
林 

久
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

稲
妻
に 

み
ご
も
る
出
羽
の 

米
ど
こ
ろ  

 
 

山
形
県 
 

高
橋 

権
三
郎 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

地
団
駄
の 

子
を
だ
ま
ら
せ
し 

寒
の
雷  

 
 

山
形
県 

 
堀
田 

三
重
子 

月
山
の 

耳
そ
ば
だ
て
る 

冬
の
雷 

 
 

 

山
形
県 

 

斎
藤 

凉 

春
の
雷 

修
験
の
山
を 

揺
り
起
す 

 
 

 

山
形
県 

 

佐
藤 
栄
美 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

真
夜
中
の 

音
が
身
を
刺
す 

冬
の
雷 

 
 

 

山
形
県 

 

加
藤 

幸
子 

雪
起
し 

太
郎
の
山
を 

揺
ら
し
け
り 

 
 

 

山
形
県 

 

菅
原 

文
夫 

マ
ニ
キ
ュ
ア
を 

塗
り
粗
ね
た
り 

冬
の
雷 

 
 

山
形
県 

 

陶
山 

芳
子 

一
閃
に 

天
地
つ
な
ぎ
し 

稲
光
り 

 
 

 

山
形
県 

 

三
浦 

茂
子 

冬
の
雷 

一
瀉
千
里
に 

羽
前
羽
後 

 
 

 

山
形
県 

 

阿
部 

カ
チ
子 

 
 

 

遠
藤 

み
ゆ
き 

先
生 

選
【
川
柳
の
部
】  

 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

雷
鳴
は 

強
く
生
き
ろ
と 

天
の
檄 

 
 

 

山
形
県 

 

金
田 

幸
運
児 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

マ
イ
ナ
ス
と 

プ
ラ
ス
が
愛
し 

雪
起
こ
し 

 
 

福
岡
県 

 

谷
川 

三
郎 

あ
の
時
の 

雷
父
の 

愛
だ
ろ
う 

 
 

 

山
形
県 

 

高
橋 

葉
月 

は
た
は
た
が 

来
る
ぞ
雷 

鳴
り
響
く 

 
 

 

秋
田
県 

 

佐
藤 

泉
花 
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第
二
回(

平
成
十
七
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

二 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

 

【
佳 
作
】 

 
 

稲
妻
に 
心
の
襞
を 

覗
か
れ
る 

 
 

 

千
葉
県 

 

京
増 

京
介 

雷
で 

亡
き
父
し
の
ぶ 

オ
レ
も
父 

 
 

 

奈
良
県 

 

森 

一
男 

耐
震
の 

強
度
気
に
し
て 

イ
ナ
ビ
カ
リ  

 
 

埼
玉
県 

 

山
崎 

秀
雄 

雷
も 

日
課
と
思
う 
里
に
住
み 

 
 

 

山
形
県 

 

山
田 

金
弥 

雷
が 

早
く
帰
れ
と 

子
を
叱
る 

 
 

 

北
海
道 

 

渡
辺 

雅
司 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 
選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

落
雷
の 

お
わ
び
へ
虹
の 

置
き
み
や
げ  

 
 

静
岡
県 

 

堀
内 

し
の
ぶ 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

ク
レ
ヨ
ン
画 

母
を
雷 

様
に
す
る 

 
 

 

三
重
県 

 

松
田 

順
久 

長
男
の 

僕
が
い
つ
で
も 

避
雷
針 

 
 

 

京
都
府 

 

川
崎 

康
介 

雷
で 

町
起
こ
し
す
る 

ゆ
と
り
好
き 

 
 

 

新
潟
県 

 

小
川 

信
子 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

カ
ミ
ナ
リ
で 

夫
婦
げ
ん
か
も 

ど
こ
へ
や
ら 

 
 

大
阪
府 

 

田
中 

良
吉 

偽
装
ビ
ル 

こ
れ
も
あ
や
し
い 

避
雷
針  

 
 

徳
島
県 
 

片
山 

康
雄 

雷
鳴
を 

怖
が
る
と
き
の 

妻
が
い
い 

 
 

 

大
阪
府 

 

渡
辺 

貞
一
朗 

地
震
雷 

親
爺
は
と
う
に 

抜
け
て
い
る  

 
 

千
葉
県 

 
京
増 

京
介 

雷
を 

落
せ
ぬ
父
の 

丸
い
背
な 

 
 

 

福
島
県 

 
安
良 

紀
男 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
特
別
賞
】 

 
 

海
坂
藩 

韋
駄
天
走
り 

寒
の
雷 

 
 

 

山
形
県 

 

佐
藤 

栄
美 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
特
別
賞
】 

 
 

雷
と 

聞
い
て
浮
か
ん
だ 

鬼
上
司 

 
 

 

東
京
都 

 

速
水 

清
孝 
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第
三
回(

平
成
十
八
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

一 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

畠
山 
弘 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
特 

選
】 

 
 

父
と
な
る 
覚
束
な
さ
に 

春
の
雷 

 
 

 

神
奈
川
県 

 

河
西 

俊
一
郎 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

一
喝
の 

襌
僧
の
如 
雷
去
り
ぬ 

 
 

 

沖
縄
県 

 

今
岡 

久
代 

火
除
戸
を 

叩
く
寒
雷 

城
下
町 

 
 

 

山
形
県 

 

今
野 

勘
左
エ
門 

春
雷
の 

去
り
て
発
車
の 

縄
電
車 

 
 

 

岡
山
県 

 

岸
野 

洋
介 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
の 

よ
う
な
少
年 

ラ
ガ
ー
か
な 

 
 

 

千
葉
県 

 

団
野 

英
二 

奥
能
登
へ 

一
輌
急
ぐ 

鰤
起
し 

 
 

 

石
川
県 

 

瀬
川 

い
く
雄 

寒
雷
や 

母
屋
に
た
ぎ
り 

立
つ
産
湯 

 
 

 

山
梨
県 

 

古
屋 

レ
イ
子 

海
鳴
り
は 

父
の
ふ
と
こ
ろ 

鰤
起
し 

 
 

 

山
形
県 

 

原
田 

れ
い
子 

春
雷
や 

鋏
も
つ
手
の 

ほ
の
白
さ 

 
 

 

広
島
県 

 

甲
斐 

道
人 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
特 

選
】 

 
 

世
の
た
め
に 

ぼ
く
も
な
り
た
い 

避
雷
針 

 
 

神
奈
川
県 

鈴
木 

正
実 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

か
く
す
の
は 

昔
は
お
へ
そ 

今
パ
ソ
コ
ン 

 
 

東
京
都 

 
藤
川 

弥
生 

時
々
は 

お
と
し
て
欲
し
い 

パ
パ
雷 

 
 

 

愛
媛
県 

 

菊
池 

幸
恵 

雷
に 

打
た
れ
た
よ
う
な 

巡
り
会
い 

 
 

 

福
岡
県 

 

平
井 
志
保 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

た
と
え
れ
ば 

パ
パ
は
霧
雨 

マ
マ
雷
雨  

 
 

神
奈
川
県 

星
野 

利
佳 

百
雷
に 

打
た
れ
一
人 

前
に
な
り 

 
 

 

岡
山
県 

 

岸
野 

洋
介 

雷
が 

縁
で
ふ
た
り
の 

今
が
あ
る 

 
 

 

茨
城
県 

 

薄
木 

博
夫 

国
宝
に 

な
ん
と
不
粋
な 

避
雷
針 

 
 

 

石
川
県 

 

瀬
川 

い
く
雄 

雷
も 

へ
そ
出
し
ル
ッ
ク
に
ゃ 

あ
き
れ
果
て 

 
 

大
阪
府 

 

沖
胡 

博
雅 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
特 

選
】 

 
 

春
雷
の 

こ
だ
ま
農
魂 

ゆ
り
起
こ
す 

 
 

 

山
形
県 

 

新
野 

三
拍
子 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

遠
雷
に 

妻
子
を
偲
ぶ 

左
遷
の
地 

 
 

 

岡
山
県 

 

岸
野 

洋
介 

川
の
字
を 

雷
さ
ん
が 

１
に
す
る 

 
 

 

埼
玉
県 

 

佐
川 

二
郎 

雷
か 

妻
の
い
び
き
か 

夢
う
つ
つ 

 
 

 

東
京
都 

 

緑
川 

美
和
子 
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第
三
回(

平
成
十
八
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

二 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

 

【
佳 
作
】 

 
 

様
変
り 
地
震
雷 

キ
レ
る
子
等 

 
 

 

山
形
県 

 

鶴
見 

文
女 

雷
神
の 

虎
パ
ン
さ
え
も 

輸
入
品 

 
 

 

新
潟
県 

 

佐
々
木 

徳
蔵 

雷
鳴
を 

敵
機
の
攻
め
と 

目
覚
む
歳 

 
 

 

愛
知
県 

 

山
本 

四
雄 

雷
を 

怖
れ
会
話
の 
う
そ
ま
こ
と 

 
 

 

兵
庫
県 

 

中
本 

義
信 

雷
神
の 

遊
び
し
跡
か 
俵
雪 

 
 

 
 

山
形
県 

 

齋
野 

洋 

雷
雨
で
も 

日
柄
が
い
い
ね
と 
い
う
挙
式 

 
 

神
奈
川
県 

奥
田 

綾
子 

自
信
あ
り 

雷
親
父
が 

こ
な
す
家
事 

 
 

 

東
京
都 

 

今
井 

東
彦 
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第
四
回(

平
成
十
九
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

一 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

畠
山 
弘 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

入
院
の 

夜
の
稲
妻 

吉
と
し
て 

 
 

 

東
京
都 

 

石
塚 

洋
子 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

稲
妻
も 

書
き
込
む
土
間
の 

農
暦 

 
 

 

茨
城
県 

 

飯
吉 

君
子 

遠
雷
や 

街
に
見
か
け
し 
旧
師
の
背 

 
 

 

石
川
県 

 

前
川 

久
宜 

北
窓
に 

北
の
稲
妻 

稿
を
継
ぐ 

 
 

 

奈
良
県 

 

杉
田 

菜
穂 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

生
ま
れ
直
ぐ 

雷
鳴
に
会
う 

我
が
子
か
な 

 
 

大
阪
府 

 

樋
口 

貞
江 

遠
雷
や 

君
に
あ
い
た
く 

な
り
し
午
後  

 
 

兵
庫
県 

 

西
沢 

喜
文 

雷
光
を 

沖
に
空
手
の 

寒
稽
古 

 
 

 

山
形
県 

 

佐
藤 

栄
美 

子
離
れ
の 

時
を
せ
か
し
ぬ 

春
の
雷 

 
 

 

兵
庫
県 

 

鈴
木 

清
恵 

雷
兆
す 

実
験
室
の 

午
後
６
時 

 
 

 

奈
良
県 

 

杉
田 

菜
穂 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

こ
の
ご
ろ
の 

雷
ヘ
ソ
よ
り 

家
電
好
き  

 
 

東
京
都 
 

織
山 

顕
子 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

雷
が 

止
ん
で
だ
だ
ち
ゃ
の 

種
を
蒔
く  

 
 

新
潟
県 

 
川
合 

笑
迷 

雷
鳴 

に
シ
イ
タ
ケ
菌
が 

目
を
覚
ま
し  

 
 

三
重
県 

 

小
林 

秀
夫 

雷
に 

蜘
蛛
の
子
散
ら
す 

運
動
場 

 
 

 

神
奈
川
県 

浦
上 
昌
季 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
も 

慣
れ
て
地
域
の 

輪
に
入
る 

 
 

 

群
馬
県 

 

金
井 

健
治 

雷
光
を 

こ
や
し
に
育
つ 

県
産
米 

 
 

 

山
形
県 

 

飛
田 

文
子 

雷
神
が 

屏
風
で
躍
る 

夏
の
寺 

 
 

 

神
奈
川
県 

武
本 

宏
一 

雷
も 

地
域
に
よ
っ
て 

格
差
み
せ 

 
 

 

岡
山
県 

 

佐
藤 

く
に
お 

雷
を 

落
と
し
て
み
れ
ば 

返
り
討
ち 

 
 

 

香
川
県 

 

中
山 

善
博 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

遠
雷
を 

合
図
に
そ
っ
と 

指
つ
な
ぐ 

 
 

 

愛
知
県 

 

早
川 

矢
寿
子 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

稲
び
か
り 

妻
の
横
顔 

サ
ス
ペ
ン
ス 

 
 

 

滋
賀
県 

 

森
田 

幸
磨 

一
周
忌 

雷
の
音 

父
の
声 

 
 

 
 

新
潟
県 

 

平
井 

音
子 

稲
妻
に 

今
年
の
米
の 

出
来
を
聞
き 

 
 

 

山
口
県 

 

西
元 

満
晴 
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第
四
回(

平
成
十
九
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

二 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

 

【
佳 
作
】 

 
 

お
お
来
た
か 

老
い
て
雷 

孫
を
抱
き 

 
 

 

山
形
県 

 

菅
原 

角
一 

年
金
へ 

怒
る
雷 

鳴
り
止
ま
ず 

 
 

 

福
島
県 

 

宇
野 

邦
久 

子
育
て
は 

時
に
は
愛
の 

雷
も 

 
 

 

大
阪
府 

 

西
滝 

一
彦 

雷
で 

知
っ
た
光
速 
音
速
を 

 
 

 
 

千
葉
県 

 

相
原 

秀
哉 

出
る
杭
は 

い
つ
も
雷
雨
の 

中
に
立
つ  

 
 

東
京
都 

 

本
田 

い
づ
み 

雷
も 

取
れ
ぬ
メ
タ
ボ
の 
へ
こ
み
臍 

 
 

 

神
奈
川
県 

藤
井 

学 
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第
五
回(

平
成
二
十
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

一 
 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

雷
一
閃 

雪
降
る
町
の 

か
が
や
け
る 

 
 

 

山
形
県 

 

佐
藤 

守 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

落
雷
を 

千
年
避
け
て 
阿
弥
陀
堂 

 
 

 

神
奈
川
県 

阿
部 

浩 

雷
鳴
の 

遠
の
い
て
ゆ
く 
死
後
の
処
置  

 
 

宮
城
県 

 

佐
々
木 

武 

生
れ
来
て 

幾
た
び
吾
れ
に 
稲
光 

 
 

 

鳥
取
県 

 

石
賀 

太 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
や 

少
年
後 

向
き
に
泣
く 

 
 

 
 

香
川
県 

 

清
水 

星
凛 

音
も
な
き 

稲
妻
の
矢
に 

励
ま
さ
れ 

 
 

 

千
葉
県 

 

江
森 

葉
子 

春
雷
を 

ふ
る
さ
と
に
聞
く 

安
堵
感 

 
 

 

新
潟
県 

 

阿
部 

昌
彦 

出
羽
三
山 

雪
か
み
な
り
の 

谺
か
な 

 
 

 

山
形
県 

 

斎
藤 

勉 

地
響
き
の 

如
く
到
来 

雪
雷 

 
 

 
 

岐
阜
県 

 

小
鳥 

政
人 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

雷
を 

落
し
て
や
ろ
か 

永
田
町 

 
 

 

千
葉
県 
 

鴨
志
田 

淳
一 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

雷
を 

や
っ
つ
け
に
行
く 

三
輪
車 

 
 

 

鳥
取
県 

 
澤
田 

は
じ
め 

雷
を 

父
の
愛
だ
と 

悟
る
歳 

 
 

 
 

熊
本
県 

 

有
田 

知
樹 

ゴ
ル
フ
馬
鹿 

少
し
休
め
と 

雷
鳴
り
さ
ん 

 
 

神
奈
川
県 

岡
部 
晋
一 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

政
治
家
に 

雷
落
と
す 

投
票
日 

 
 

 

山
形
県 

 

山
本 

順
一 

雷
が 

徳
利
を
増
や
す 

縄
の
れ
ん 

 
 

 

和
歌
山
県 

清
水 

俊
広 

庄
内
っ
子 

雷
さ
ん
も 

子
守
り
歌 

 
 

 

福
岡
県 

 

真
次 

は
じ
め 

遠
雷
に 

空
爆
の
夜 

語
る
母 

 
 

 
 

大
分
県 

 

坂
本 

洋
一 

雷
に 

泣
い
た
私
も 

も
う
大
人 

 
 

 

京
都
府 

 

山
岸 

裕
析 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

政
治
家
に 

雷
落
と
す 

投
票
日 

 
 

 

山
形
県 

 

山
本 

順
一 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

雷
を 

ひ
と
つ
も
お
と
せ
ぬ 

失
業
中 

 
 

 

埼
玉
県 

 

川
名 

好
之 

雷
鳴
は 

庄
内
米
の 

子
守
歌 

 
 

 
 

山
形
県 

 

高
橋 

和
子 

雷
を 

父
の
愛
だ
と 

悟
る
歳 

 
 

 
 

熊
本
県 

 

有
田 

知
樹 
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第
五
回(

平
成
二
十
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

二 
 

（
敬
称
略
） 

 

【
佳 
作
】 

 
 

か
み
な
り
の 

夜
だ
け
母
を 

ひ
と
り
じ
め 

 
 

愛
知
県 

 

井
上 

真
弓 

遠
雷
に 

空
爆
の
夜 

語
る
母 

 
 

 
 

大
分
県 

 

坂
本 

洋
一 

雷
鳥
も 

北
へ
飛
び
た
い 

温
暖
化 

 
 

 

山
形
県 

 

茨
木 

芳
士 

支
持
率
の 

グ
ラ
フ
が
今
日
も 

稲
光 

 
 

 

大
阪
府 

 

井
内 

雅
仁 

雷
鳴
よ 

彼
の
サ
ヨ
ナ
ラ 
か
き
消
し
て  

 
 

京
都
府 

 

谷 

ゆ
か
り 

米
発
の 

雷
鳴
ひ
び
く 

兜
町 

 
 

 
 

愛
知
県 

 

深
海 

和
人 
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第
六
回(

平
成
二
十
一
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

一 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

停
電
と 

僕
と
家
族
と 

稲
光 

 
 

 
 

三
重
県 

 

森
下 

雄
太 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

釘
一
本 

つ
か
は
ぬ
柩 
は
た
た
神 

 
 

 

東
京
都 

 

曽
根 

新
五
郎 

遠
雷
に 

つ
ま
づ
く
ほ
ど
に 
老
い
て
い
る 

 
 

神
奈
川
県 

北
村 

純
一 

田
畑
の 

息
吹
き
か
え
す 

雷
雨
か
な 

 
 

 

東
京
都 

 

權
守 

い
く
を 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
様
（
ら
い
さ
ま
）
の 

白
金
の
跡 

風
凉
し 

 
 

栃
木
県 

 

酒
井 

早
苗 

こ
わ
い
け
ど 

な
ん
か
き
れ
い
だ 

い
な
づ
ま
は 

 
 

山
形
県 

 

す
ず
き 

い
ち
ご 

落
雷
や 

一
本
杉
の 

潔
し 

 
 

 
 

宮
城
県 

 

松
山 

智
美 

雪
が
降
り 

雷
も
降
る 

地
に
生
き
る 

 
 

 

神
奈
川
県 

阿
部 

浩 

劇
雷
の 

港
を
船
は 

漁
に
出
づ 

 
 

 

岩
手
県 

 

沢
内 

健
志 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

停
電
中 

「
こ
れ
節
約
？
」
と 

子
に
聞
か
れ 

 
 

愛
知
県 

 

長
谷
川 

知
子 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

午
前
様 

ケ
ー
キ
が
妻
へ
の 

避
雷
針 

 
 

 

栃
木
県 

 
浜
田 

あ
ゆ
美 

稲
妻
に 

主
役
を
ゆ
ず
る 

夏
花
火 

 
 

 

福
島
県 

 

高
橋 
正
義 

雷
が 

夫
婦
喧
嘩
の 

鞘
納
め 

 
 

 
 

石
川
県 

 

南
出 
恵
美
子 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

落
雷
の 

気
配
感
じ
る 

朝
帰
り 

 
 

 

千
葉
県 

 

梶 

政
幸 

雷
鳴
に 

娘
が
隠
す 

へ
そ
ピ
ア
ス 
 

 
 

千
葉
県 

 

小
林 

功 

官
僚
は 

雷
真
似
て 

天
下
り 

 
 

 
 

神
奈
川
県 

福
島 

敏
朗 

雷
で 

入
力
デ
ー
タ 

泡
と
消
え 

 
 

 

東
京
都 

 

久
保 

紀
子 

孫
に
だ
け 

雷
落
ち
ぬ 

七
不
思
議 

 
 

 

富
山
県 

 

加
藤 

信
子 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

か
み
な
り
は 

出
羽
三
山
の 

子
守
唄 

 
 

 

山
形
県 

 

斎
藤 

勉 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

親
父
よ
り 

ジ
ワ
ジ
ワ
嫁
の 

静
電
気 

 
 

 

佐
賀
県 

 

大
塚 

千
晶 

不
和
雷
同 

政
治
家
さ
ん
の 

得
意
技 

 
 

 

千
葉
県 

 

高
橋 

慎
一 

唐
が
ら
し 

食
べ
て
口
か
ら 

稲
光 

 
 

 

東
京
都 

 

土
生 

洋
子 
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第
六
回(

平
成
二
十
一
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

二 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

 

【
佳 
作
】 

 
 

ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ 

 

大
阪
府 

 

村
上 

真
一 

雷
様
は 

寿
命
一
瞬 

わ
し
ゃ
米
寿 

 
 

 

山
形
県 

 

松
田 

哲
美 

ピ
カ
ッ
と
ゴ
ロ
ッ 
焦
ら
し
上
手
な 

あ
の
数
秒 

 
 

神
奈
川
県 

清
水 

努 

ヘ
ソ
じ
ゃ
な
く 

脂
肪
も
取
っ
て
と 

雷
に 

 
 

埼
玉
県 

 

中
村 

信
夫 

稲
光 

彼
に
抱
き
つ
く 
時
謀
る 

 
 

 

埼
玉
県 

 

松
永 

誠 
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第
七
回(

平
成
二
十
二
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

一 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

稲
光 

ざ
く
り
と
街
を 

縫
い
合
わ
せ 

 
 

 

茨
城
県 

 

五
十
嵐 

裕
治 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

雷
が 

収
ま
る
ま
で
の 
淡
い
恋 

 
 

 

茨
城
県 

 

大
槻 

け
い 

遠
雷
や 

泥
染
め
の
黒 

深
々
と 

 
 

 

山
形
県 

 

酒
井 

浩
平 

さ
ま
よ
え
る 

見
知
ら
ぬ
町
や 
雷
時
雨
（
ら
い
し
ぐ
れ
）  

石
川
県 

 

神
馬 

せ
つ
を 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

春
雷
を 

温
か
く
聞
く 

回
復
期 

 
 

 

山
口
県 

 

竹
重 

登
美
子 

い
か
づ
ち
や 

即
身
仏
の 

後
ろ
よ
り 

 
 

 

山
形
県 

 

登
坂 

洋
子 

次
に
来
る 

雷
を
待
つ 

腕
ま
く
ら 

 
 

 

滋
賀
県 

 

井
田 

寿
一 

稲
妻
に 

耳
を
ふ
さ
い
で 

じ
っ
と
待
つ  

 
 

埼
玉
県 

 

野
口 

陽
子 

雪
起
し 

古
き
官
舎
の 

二
重
窓 

 
 

 

大
阪
府 

 

木
本 

康
雄 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

東
京
に 

大
避
雷
針 

ま
た
ひ
と
つ 

 
 

 

福
島
県 
 

二
瓶 

博
美 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

へ
そ
じ
ゃ
な
く 

Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ 

持
っ
て
か
れ 

 
 

千
葉
県 

 
三
宅 

純
子 

初
孫
に 

雷
親
父 

金
落
と
す 

 
 

 
 

神
奈
川
県 

改
発 

利
佳 

ラ
ジ
オ
か
ら 

ノ
イ
ズ
雷 

注
意
報 

 
 

 

愛
媛
県 

 

岡 
豪 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

定
年
で 

カ
ミ
ナ
リ
親
父 

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し  

 
 

大
阪
府 

 

北
川 

賢
二 

は
た
た
神 

去
り
て
夫
婦
の 

飲
み
直
し  

 
 

山
形
県 

 

斎
藤 

耕
次
郎 

残
業
も 

落
雷
の
音
で 

ロ
グ
オ
フ
し 

 
 

 

埼
玉
県 

 

栗
原 

昇 

新
妻
が 

年
月
を
経
て 

稲
妻
に 

 
 

 

東
京
都 

 

中
川 

義
一 

雷
は 

映
像
作
家
で 

音
楽
家 
 

 
 

 

神
奈
川
県 

橋
本 

清 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

新
タ
ワ
ー 

日
本
一
の 

避
雷
針 

 
 

 

千
葉
県 

 

叶 

昌
彦 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

雷
に 

授
業
脱
線 

理
科
教
師 

 
 

 
 

静
岡
県 

 

山
下 

奈
美 

新
妻
も 

１
０
年
経
て
ば 

稲
妻
に 

 
 

 

埼
玉
県 

 

関
森 

俊
克 

最
近
は 

雷
オ
ヤ
ジ
も 

エ
コ
仕
様 

 
 

 

長
崎
県 

 

高
島 

和
恵 
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第
七
回(

平
成
二
十
二
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

二 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

 

【
佳 
作
】 

 
 

稲
妻
に 
節
電
叫
べ
ど 

効
果
な
し 

 
 

 

東
京
都 

 

本
間 

哲 

虹
二
輪 

雷
シ
ョ
ー
の 

幕
を
引
き 

 
 

 

富
山
県 

 

平
田 

清
作 

臍
出
し
娘
（
こ
） 
多
す
ぎ
雷 

選
び
か
ね 

 
 

香
川
県 

 

玉
井 

一
郎 

落
雷
が 

恋
し
懐
か
し 

七
回
忌 

 
 

 

千
葉
県 

 

梶 

政
幸 

父
ゴ
ロ
リ 

日
曜
の
朝 
母
ピ
カ
リ 

 
 

 

静
岡
県 

 

田
中 

華
子 
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第
八
回(

平
成
二
十
三
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

一 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

寒
雷
や 

善
人
こ
ろ
ぶ 

坂
の
町 

 
 

 

埼
玉
県 

 

鈴
木 

良
二 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

天
の
声 

荒
ぶ
る
雷
の 
如
く
な
り 

 
 

 

山
形
県 

 

小
野
木 

文
子 

雷
の 

怒
り
に
凍
て
る 

夜
一
人 

 
 

 

鹿
児
島
県 

川
間 

佳
俊 

ふ
る
里
の 

路
地
が
見
え
る
よ 
稲
光 

 
 

 

愛
知
県 

 

大
江 

豊 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

駅
を
出
る 

一
人
一
人
に 

稲
妻
す 

 
 

 

神
奈
川
県 

印
南 

房
吉 

雷
鳴
や 

胸
に
飛
び
込
む 

人
も
無
し 

 
 

 

兵
庫
県 

 

岸
野 

孝
彦 

雷
神
の 

乗
り
忘
れ
た
る 

雲
切
れ
る 

 
 

 

埼
玉
県 

 

山
﨑 

秀
雄 

稲
妻
の 

支
離
滅
裂
の 

美
し
さ 

 
 

 

東
京
都 

 

加
和
﨑 

漠 

遠
雷
に 

想
い
の
往
き
来 

す
る
夜
明
け  

 
 

静
岡
県 

 

山
下 

奈
美 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

日
本
に 

強
く
生
き
ろ
と 

稲
光 

 
 

 

神
奈
川
県 

吉
川 

弘
子 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

避
雷
よ
り 

エ
コ
で
切
っ
て
る 

主
電
源  

 
 

兵
庫
県 

 
足
立 

有
希 

カ
ミ
ナ
リ
に 

一
歩
も
引
か
ぬ 

反
抗
期  

 
 

千
葉
県 

 

梶 
政
幸 

雷
鳴
に 

茶
の
間
集
ま
り 

増
す
絆 

 
 

 

三
重
県 

 

湯
浅 
勝
史 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
を 

又
落
と
し
て
よ 

空
の
父 

 
 

 

埼
玉
県 

 

松
川 

涙
紅 

落
雷
で 

無
断
節
電 

実
施
さ
れ 
 

 
 

富
山
県 

 

上
田 

奈
央 

雷
が 

生
き
ろ
と
鳴
ら
す 

大
太
鼓 

 
 

 

兵
庫
県 

 

松
下 

弘
美 

尻
尾
さ
え 

付
け
れ
ば
電
気
に 

化
け
る
の
に 

 
 

滋
賀
県 

 

池
内 

和
世 

カ
ミ
ナ
リ
も 

デ
ー
タ
を
狙
う 

Ｉ
Ｔ
化  

 
 

東
京
都 

 

長
峯 

福
太
郎 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

東
北
の 

鎮
魂
遠
雷 

音
や
さ
し 

 
 

 

山
口
県 

 

竹
重 

満
夫 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

農
業
を 

始
め
雷
雨
は 

友
に
な
り 

 
 

 

東
京
都 

 

田
崎 

信 

雷
に 

除
染
は
要
ら
ぬ 

去
れ
ば
虹 

 
 

 

兵
庫
県 

 

岡
本 

千
寿 

新
講
座 

「
パ
パ
の
雷 

落
と
し
方
」 

 
 

 

愛
知
県 

 

石
原 

ゆ
み
子 
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第
八
回(

平
成
二
十
三
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

二 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

 

【
佳 
作
】 

 
 

墓
洗
う 
雷
お
や
じ 

恋
し
く
て 

 
 

 

山
形
県 

 

鈴
木 

異
呂
目 

落
ち
る
な
と 
雷
拝
む 

受
験
生 

 
 

 

千
葉
県 

 

吉
井 

省
一 

古
希
ふ
た
り 
夜
陰
の
雷
光
に 

し
が
み
つ
き 

 
 

静
岡
県 

 

湯
浅 

弘 

ほ
め
言
葉
？ 

君
は
我
が
課
の 

避
雷
神  

 
 

大
阪
府 

 

堀
田 

欽
一 

雷
を 

落
と
せ
ば
教
師 
吊
し
上
げ 

 
 

 

青
森
県 

 

吉
田 

保
雄 
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第
九
回(

平
成
二
十
四
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

 

 
 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

復
興
の 

小
屋
打
ち
叩
く 

雷
雨
か
な 

 
 

 

東
京
都 

 

中
村 

宏
汀 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

稲
妻
や 

臨
終
の
髪 

な
で
し
夜 

 
 

 

静
岡
県 

 

伊
東 

静
雄 

寒
雷
や 

雪
の
ふ
る
ま
ち 
鶴
岡
市 

 
 

 

宮
城
県 

 

西
澤 

勝 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
の 

多
き
街
へ
と 

君
帰
る 

 
 

 
 

兵
庫
県 

 

岸
野 

孝
彦 

い
な
び
か
り 

ふ
い
に
ひ
と
り
と 

お
も
ひ
け
り 

 
 

大
阪
府 

 

橋
本 

薫 

雷
は 

神
鳴
り
と
し
て 

あ
り
が
た
く 

 
 

 

島
根
県 

 

盛
田 

み
ち
子 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

落
雷
に 

ス
マ
ー
ト
都
市
は 

弱
音
吐
く  

 
 

山
形
県 

 

加
藤 

正
子 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

稲
妻
の 

つ
や
姫
睦
み 

よ
く
実
の
り 

 
 

 

山
形
県 
 

菅
原 

道
成 

寄
ら
な
い
で
！ 

大
樹
の
陰
に 

側
撃
雷  

 
 

京
都
府 

 

福
井 

敦
男 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
光
が 

瓦
礫
の
山
を 

照
ら
し
て
る 

 
 

 

宮
城
県 

 
昆
野 

克
惠 

地
に
落
ち
し 

親
父
の
権
威
と 

雷
と 

 
 

 

大
阪
府 

 

木
村 
達
雄 

冬
稲
妻 

見
と
れ
て
こ
け
た 

雪
の
道 

 
 

 

山
形
県 

 

大
瀧 
伸
吾 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
の
部
】 
 

 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

雷
と 

呼
ば
れ
た
父
を 

介
護
す
る 

 
 

 

宮
城
県 

 

水
戸 

二
七 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

は
た
た
神 

一
筆
虹
を 

描
き
去
る 

 
 

 

愛
知
県 

 

向
田 

真
智
子 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

一
発
雷
の 

後
の
闇 

 
 

 

福
岡
県 

 

野
口 

和
夫 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

落
ち
ど
こ
ろ 

知
る
は
神
な
り(

カ
ミ
ナ
リ) 

運(

雲)

し
だ
い  

東
京
都 

 

田
中 

勝 

海
雷
が 

復
興
の
闇 

照
ら
し
て
る 

 
 

 

岩
手
県 

 

木
村 

徹 

稲
光 

浴
び
て
つ
や
姫 

豊
穣
祭 

 
 

 

東
京
都 

 

重
原 

侘
助 
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第
十
回(

平
成
二
十
五
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

 

 
 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

親
殺
し 

子
殺
し
を
撃
て 

は
た
た
神 

 
 

 

新
潟
県 

 

漆
間 

祥
庭 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

雷
鳴
や 

辞
令
一
通 

海
の
街 

 
 

 
 

山
形
県 

 

清
野 

佐
知
子 

稲
妻
や 

被
災
地
の
田
は 
草
に
満
つ 

 
 

 

福
島
県 

 

水
上 

悦
子 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

寒
雷
や 

微
動
だ
に
せ
ぬ 

檻
の
虎 

 
 

 

東
京
都 

 

長
峯 

雄
平 

鶴
岡
や 

光
る
白
鳥 

い
な
つ
る
び 

 
 

 

宮
城
県 

 

西
澤 

勝 

病
む
こ
と
も 

生
き
て
る
証 

冬
の
雷 

 
 

 

東
京
都 

 

石
川 

昇 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

春
雷
が 

散
ら
す
桜
と 

酔
い
気
分 

 
 

 

岐
阜
県 

 

細
江 

美
幸 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

朝
帰
り 

雷
様
の 

お
も
て
な
し 

 
 

 

京
都
府 
 

小
見 

信
雄 

雷
が 

土
下
座
の
頭
上 

通
り
す
ぎ 

 
 

 

徳
島
県 

 

大
釜 

洋
志 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

学
校
に 

カ
ミ
ナ
リ
無
く
し
た 

モ
ン
ス
タ
ー 

 
 

三
重
県 

 
松
田 

清
司 

カ
ミ
ナ
リ
が 

千
年
猛
暑
に 

虹
を
呼
ぶ  

 
 

神
奈
川
県 

小
菅 
一
郎 

雷
は 

寄
ら
ば
大
樹
が 

仇
と
な
り 

 
 

 

埼
玉
県 

 

中
野 
弘
樹 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
の
部
】 
 

 

 
 

 

【
大
賞
】 

 
 

カ
ミ
ナ
リ
は 

リ
ズ
ム
音
痴
だ 

ず
れ
る
音 

 
 

静
岡
県 

 

山
口 

平
一
郎 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

雷
は 

瞬
間
芸
で 

飯
を
食
い 

 
 

 
 

神
奈
川
県 

佐
藤 

静
生 

雷
鳴
に 

天
神
来
た
る
と 

受
験
塾 

 
 

 

千
葉
県 

 

渡
会 

克
男 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

大
雷
鳴 

抱
き
つ
く
チ
ャ
ン
ス 

今
で
し
ょ 

 
 

新
潟
県 

 

阿
部 

ま
さ
ひ
こ 

停
電
の 

夜
は
雷 

観
る
も
良
し 

 
 

 

島
根
県 

 

山
藤 

一
雄 

雷
を 

落
と
し
て
見
つ
け
た 

俺
の
位
置  

 
 

神
奈
川
県 

川
村 

均 

 
 

 

【
選
外
参
考
作
品
】 

 
 

地
震 

雷 

核 

有
事 

 
 

 
 

 

神
奈
川
県 

上
田 

文
一 
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第
十
一
回(

平
成
二
十
六
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

 

 
 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

は
じ
め
て
の 
遠
雷
赤
子
の 

思
案
顔 

 
 

 

東
京
都 

 

竹
中 

惠
子 

【
秀 

作
】 

 
 

一
瞬
に 

山
生
き
返
る 
夜
の
雷 

 
 

 

宮
崎
県 

 

近
藤 

國
法 

日
雷 

犬
と
老
人 

立
ち
止
ま
る 

 
 

 

埼
玉
県 

 

鈴
木 

良
二 

【
佳 

作
】 

 
 

隅
っ
こ
の 

我
さ
え
照
ら
す 

稲
光 

 
 

 

熊
本
県 

 

舛
田 

美
子 

犬
逝
き
て 

そ
こ
が
空
白 

春
の
雷 

 
 

 

兵
庫
県 

 

西
田 

敏
之 

春
雷
や 

夢
に
来
し
人 

見
失
ふ 

 
 

 

香
川
県 

 

田
岡 

弘 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

【
大 

賞
】 

 
 

妻
が
言
う 

自
身
カ
ミ
ナ
リ 

家
事
オ
ヤ
ジ 

 
 

北
海
道 

 

工
藤 

律
夫 

【
秀 

作
】 

 
 

春
雷
は 

門
出
を
祝
う 

花
火
か
な 

 
 

 
神
奈
川
県 

岡
田 

弘
子 

雷
鳴
が 

恋
の
筋
書
き 

書
き
か
え
る 

 
 

 

石
川
県 

 

藤
村 

容
子 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
鳴
も 

聞
こ
え
ぬ
女
子
会 

５
０
代 

 
 

 

京
都
府 

 

岸
野 

由
夏
里 

稲
光 

ス
マ
ホ
片
手
に 

撮
影
会 

 
 

 

茨
城
県 

 
藤
井 

き
い
子 

宇
宙
人 

地
球
撮
る
の
に 

稲
光 

 
 

 

神
奈
川
県 
生
悦
住 

正
志 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

雷
鳴
だ 

だ
め
よ
だ
め
だ
め 

木
の
下
は  

 
 

東
京
都 

 

西
山 

昌
夫 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

雷
を 

落
と
し
た
い
け
ど 

空
気
よ
む 

 
 

 

京
都
府 

 

前
田 

守
康 

つ
や
姫
も 

頭
を
垂
れ
る 

稲
の
殿 

 
 

 

愛
知
県 

 

志
村 

紀
昭 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

オ
レ
オ
レ
に 

雷
落
と
す 

お
婆
ち
ゃ
ん  

 
 

千
葉
県 

 

梶 

政
幸 

天
と
地
を 

引
き
裂
き
結
ぶ 

龍
の
舞 

 
 

 

北
海
道 

 

橋
本 

明
子  

究
極
の 

マ
ゾ
ヒ
ス
ト
だ
ね 

避
雷
針 

 
 

 

東
京
都 

 

荒
木 

光
弘 

 
 

 

【
選
外
参
考
作
品
】 

 
 

稲
光
り 

ほ
ど
ほ
ど
欲
し
い 

米
価
格 

 
 

 

千
葉
県 

 

京
増 

京
介 

暁
に 

雷
雨
止
み
て 

産
の
声 

 
 

 
 

埼
玉
県 

 

吉
村 

憲
彦 

雷
に 

寄
ら
ば
大
樹
は 

命
と
り 

 
 

 

長
野
県 

 

後
藤 

幸
雄 

雷
が 

雲
ふ
み
は
ず
し 

秋
の
幸 

 
 

 

山
形
県 

 

田
中 

實 
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第
十
二
回(

平
成
二
十
七
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト 

受
賞
作
品
集 

一 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

落
雷
の 

火
柱
立
ち
し 

羽
黒
山 

 
 

 

東
京
都 

 

佐
野 

由
紀
子 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

こ
ろ
が
し
て
お
く 

赤
ん
ぼ
も 

雷
も 

 
 

 

愛
媛
県 

 

半
木 

る
ん 

雷
光
や 

遠
く
シ
リ
ア
の 

空
想
ふ 

 
 

 

神
奈
川
県 

久
保
田 

聡 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
や 

少
し
哀
し
い 

父
の
杖 

 
 

 
 

愛
媛
県 

 

岡
村 

理
江 

雷
の
夜 

し
づ
か
に
別
れ 

決
め
て
を
り  

 
 

埼
玉
県 

 

新
海 

あ
ぐ
り 

遠
雷
や 

牧
舎
に
戻
す 

子
連
れ
馬 

 
 

 

北
海
道 

 

江
田 

三
峰 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

抱
き
し
め
る 

次
光
っ
た
ら 

抱
き
し
め
る 

 
 

広
島
県 

 

金
廣 

光
枝 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

稲
妻
級 

育
児
に
仕
事 

母
は
神
な
り 

 
 

 

埼
玉
県 

 

梅
本 

聖
枝 

稲
光
り 

蔵
を
照
ら
し
て 

美
酒
巡
り 

 
 

 

青
森
県 

 
山
田 

十
九
子 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
も 

平
和
を
祈
り 

光
る
の
み 

 
 

 

兵
庫
県 

 

岸
野 
孝
彦 

宇
宙
か
ら 

見
れ
ば
地
球
の 

オ
ー
ラ
か
な 

 
 

大
阪
府 

 

塚
崎 

て
る
子 

雷
鳴
に 

ヘ
ソ
よ
り
パ
ソ
コ
ン 

隠
す
子
ら 
 

 

神
奈
川
県 

林 

陽
子 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
小
中
学
生
の
部
】  

 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

天
と
地
を 

結
ぶ
ひ
と
つ
の 

光
の
矢 

 
 

 

新
潟
県 

 

佐
藤 

芽
衣 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

テ
ス
ト
前 

ゲ
ー
ム
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ 

母
ド
ッ
カ
ー
ン 

 
 

山
形
県 

 

五
十
嵐 

幹
仁 

暗
闇
の 

中
に
一
匹 

金
の
竜 

 
 

 
 

Ｕ
Ｓ
Ａ 

 

滝
沢 

奈
津
妃 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

火
事
の
次 

お
や
じ
の
雷 

ま
じ
こ
わ
い  

 
 

鳥
取
県 

 

渡
辺 

虎
太
郎 

雷
が 

落
ち
る
ほ
こ
先 

い
つ
も
ぼ
く 

 
 

 

東
京
都 

 

中
村 

治
樹 

ゴ
ロ
ゴ
ロ
は 

冬
の
し
ら
せ
と 

じ
じ
は
言
う 

 
 

山
形
県 

 

五
十
嵐 

堅
進 
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第
十
二
回(

平
成
二
十
七
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト 

受
賞
作
品
集 

二 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
特
別
テ
ー
マ
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

万
雷
の 

拍
手
で
か
わ
す 

祝
い
酒 

 
 

 

神
奈
川
県 

井
上 

靖 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

盗
み
食
い 

母
の
雷 

ま
た
落
ち
る 

 
 

 

福
岡
県 

 

冨
重 

禎
徳 

看
護
師
が 

雷
落
と
す 

隠
れ
食
い 

 
 

 

大
分
県 

 

川
野 

誠 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

Ｔ
Ｐ
Ｐ 

米
か
ら
日
本
に 

雷
お
こ
し 

 
 

 

北
海
道 

 

山
本 

樹 

二
日
酔
い 

胃
に
脳
味
噌
に 

は
た
た
が
み 

 
 

東
京
都 

 

土
生 

洋
子 

雷
が 

鳴
る
度
だ
だ
ち
ゃ 

味
を
増
す 

 
 

 

新
潟
県 

 

川
合 

笑
迷 
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第
十
三
回(

平
成
二
十
八
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

背
な
の
子
の 
足
を
ぴ
く
り
と 

日
雷 

 
 

 

茨
城
県 

 

飯
吉 

君
子 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

耳
に
指 

入
れ
て
待
つ
な
り 
次
の
雷 

 
 

 

東
京
都 

 

渡
邉 

大
智 

天
を
衝
く
孤
高
の
龍
や
冬
の
雷 

 
 

 
 

兵
庫
県 

 

大
塚 

高
史 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

イ
ヤ
ホ
ン
を 

は
ず
す
青
年 

稲
光 

 
 

 

神
奈
川
県 

改
発 

利
佳 

立
ち
給
ふ 

雷
雨
の
中
の 

芭
蕉
句
碑 

 
 

 

山
形
県 

 

加
藤 

正
子 

雷
鳴
に 

背
中
押
さ
れ
て 

父
帰
る 

 
 

 

神
奈
川
県 

池
田 

功 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

雷
を
泣
い
て
落
と
し
た
恩
師
あ
り 

 
 

 
岡
山
県 

 

向
原 

康
夫 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

守
り
抜
く 

父
は
わ
が
家
の 

避
雷
針 

 
 

 

茨
城
県 

 

海
老
原 

順
子 

雷
の 

日
だ
け
娘
と 

縮
む
距
離 

 
 

 

群
馬
県 

 

今
野 

涼
人 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

波
渡
岬 

小
波
渡
で
栄
え
た 

雷
屋 

 
 

 

山
形
県 

 

吉
住 
寛 

祖
母
の
膝 

四
人
の
孫
の 

避
雷
針 

 
 

 

徳
島
県 

 

樫
本 
一
美 

虹
の
橋 

雷
く
れ
た 

プ
レ
ゼ
ン
ト 

 
 

 

栃
木
県 

 

村
上 

洋
子 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
小
中
学
生
の
部
】  

 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

稲
光 

母
が
乙
女
に 

戻
る
時 

 
 

 
 

神
奈
川
県 

若
松 

沙
弥 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

進
ま
な
い 

雷
の
せ
い 

宿
題
が 

 
 

 

岐
阜
県 

 

斉
藤 

野
の
花 

雷
だ 

何
秒
後
か
な 

一
・
二
・
三 

 
 

 

東
京
都 

 

西
田 

日
向 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

お
こ
ら
れ
る 

ぼ
く
は
怒
り
の 

避
雷
針  

 
 

山
形
県 

 

日
向 

彬
仁 

か
み
な
り
は 

い
ろ
ん
な
い
ろ
で 

つ
よ
さ
わ
け 

 
 

山
形
県 

 

冨
樫 

和
友 

雷
と
母 

ど
ち
ら
も
態
度
が 

ゴ
ロ
ゴ
ロ
変
わ
る 

 
 

山
形
県 

 

今
野 

速
斗 
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第
十
四
回(

平
成
二
十
九
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

 

 
 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

雷
鳴
に
子
へ
駆
け
戻
る
母
ゴ
リ
ラ 

 
 

 

茨
城
県 

 

宮
崎 

江
美 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

満
天
の
星
満
つ
宵
の
稲
光 

 
 

 
 

北
海
道 

 

高
橋 

ま
り
え  

旧
友
は 

寒
雷
の
み
の 

故
郷
か
な  

 
 

 

大
阪
府 

 

足
立 

敏
郎 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
様
も 

暫
時
休
憩 

山
車
舞
台 

 
 

 

大
阪
府 

 

樋
口 

嘉
一 

フ
ク
シ
マ
の
む
き
出
し
廃
炉
雷
立
ち
ぬ 

 
 

 

宮
城
県 

 

丸
山 

千
代
子 

遠
雷
を
聞
い
て
ひ
と
り
の
夕
餉
か
な 

 
 

 

神
奈
川
県 

北
村 

純
一 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

ヘ
ッ
ド
ホ
ン 

雷
避
け
て 

「
嵐
」
聞
く  

 
 

大
阪
府 

 

上
野 

利
晴 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

い
つ
の
日
か 

辞
書
に
載
り
ま
す 

蓄
雷
針 

 
 

東
京
都 

 

田
中 

勝 

ぶ
り
起
し
の
雷
を
待
つ
氷
見
の
浜 

 
 

 

富
山
県 

 

伊
藤 

の
り
子 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
神
を
忖
度
し
つ
つ
畑
仕
事 

 
 

 
 

埼
玉
県 

 

山
崎 
秀
雄 

老
い
て
な
お 

カ
ミ
ナ
リ
健
在 

ひ
と
安
心 

 
 

兵
庫
県 

 

上
垣 

哲
也 

稲
妻
は
イ
ン
ス
タ
映
え
と
笑
む
娘 

 
 

 

神
奈
川
県 

川
村 

玲
子 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
小
中
学
生
の
部
】  

 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

う
そ
つ
か
れ 

心
の
中
で 

落
雷
す 

 
 

 

岐
阜
県 

 

平
林 

苺
花 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

勇
気
出
し 

話
し
た
け
れ
ど 

地
雷
ふ
む  

 
 

岐
阜
県 

 

平
林 

苺
花 

ビ
リ
ビ
リ
と 

お
こ
る
母
の
目 

か
み
な
り
目 

 
 

山
形
県 

 

遠
藤 

駿 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
で 

マ
マ
が
か
く
し
た 

二
段
腹 

 
 

 

山
形
県 

 

石
塚 

大
智 

ゴ
ロ
ピ
カ
ワ
ン 

犬
と
か
み
な
り 

大
合
唱 

 
 

山
形
県 

 

佐
藤 

夢
那 
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第
十
五
回(

平
成
三
十
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

 

 
 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

雷
鳴
に 

お
び
え
る
夫
を 

抱
き
し
め
る 

 
 

 

兵
庫
県 

 

亀
田 

恵
美
子 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

迅
雷
に 

パ
ソ
コ
ン
閉
ざ
す 
夜
の
講
座 

 
 

 

神
奈
川
県 

合
志 

義
文 

稲
妻
や 

岩
場
を
攀
（
よ
）
づ
る 

修
験
僧 

 
 

大
分
県 

 

小
野 

智
輔 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

雷
（
ら
い
）
千
里 

伏
龍
と
な
る 

黄
河
か
な 

 
 

長
野
県 

 

吉
澤 

道
夫 

雪
雷
や 

幾
万
の
波 

能
登
を
打
つ 

 
 

 

滋
賀
県 

 

井
田 

あ
さ
み 

稲
妻
や 

子
ら
コ
ン
ビ
ニ
の  

中
に
入
り 

 
 

 

神
奈
川
県 

改
発 

利
佳 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

定
年
後 

雷
や
め
て 

家
事
親
父 

 
 

 
 

埼
玉
県 

 

横
手 

敏
夫 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

雷
を 

宇
宙
か
ら
見
る 

近
未
来 

 
 

 

静
岡
県 

 

山
下 

修
身 

雨
宿
り  

雷
門
は 

多
国
籍 

 
 

 
 

東
京
都 

 

本
田 

し
お
ん 

 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

午
後
３
時 

も
く
も
く
タ
イ
ム 

雲
が
湧
く  

 
 

埼
玉
県 

 

中
野 
弘
樹 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に 

紛
れ
込
ん
で
る 

は
た
た
神 

 
 

茨
城
県 

 

海
老
原 
順
子 

カ
ミ
ナ
リ
と 

親
父
の
距
離
は 

遠
く
な
り  

 
 

鹿
児
島
県 

瀧
川 

憲
洋 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
小
中
学
生
の
部
】  

 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

雷
は 

季
節
を
変
え
る 

送
信
機 

 
 

 

山
形
県 

 

長
谷
川 

蒼
空 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

雷
だ 

バ
ッ
ト
置
き
去
り 

雨
に
ぬ
れ 

 
 

 

山
形
県 

 

長
谷
川 

蒼
空 

か
み
な
り
の 

音
で
シ
ー
ン
と 

な
る
家
族 

 
 

山
形
県 

 

秋
山 

朋
葉 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

僕
の
家 

雷
警
報 

継
続
中 

 
 

 
 

山
形
県 

 

松
田 

涼
史 

雷
神
と 

風
神
た
た
か
い 

空
光
る 

 
 

 

山
形
県 

 

明
賀 

丈
瑠 

雷
が 

な
っ
て
も
の
ん
気 

家
の
中 

 
 

 

山
形
県 

 

佐
藤 

悠
奈 
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第
十
六
回(

令
和
元
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

 

 
 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

い
か
づ
ち
や
光
と
闇
の
最
上
川 

 
 

 
 

山
形
県 

 

齋
藤 

眞
人 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

稲
光
り 

一
人
田
に
在
る 
翁
か
な 

 
 

 

新
潟
県 

 

阿
部 

昌
彦 

手
話
の
指
激
し
雷
雨
の
近
づ
き
ぬ 

 
 

 

愛
知
県 

 

斉
藤 

浩
美 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

稲
妻
に
動
ぜ
ず
歩
む
親
子
猿 

 
 

 
 

奈
良
県 

 

堀
ノ
内 

和
夫 

落
雷
で
妻
の
切
り
た
る
長
電
話 

 
 

 
 

千
葉
県 

 

林 

雅
則 

天
を
斬
る 

銀
の
光
刃 

さ
ら
ば
梅
雨 

 
 

 

静
岡
県 

 

安
藤 

英
房 

 
 

 

雷
害
リ
ス
ク
低
減
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

選
【
川
柳
の
部
】 

 
 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

リ
チ
ウ
ム
に 

万
雷
の
拍
手 

蓄
え
る 

 
 

 
神
奈
川
県 

改
発 

利
佳 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

困(

こ
ま)

り
ま
す
！ 

地
震
雷(

じ
し
ん
か
み
な
り) 

ギ
ャ
グ
親
父(

お
や
じ) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

兵
庫
県 

 
 

 
 

德
岡 

治
美 

雷
に 

白
い
タ
ピ
オ
カ 

雹
あ
ら
れ 

 
 

 

北
海
道 

 
嶋
崎 

登 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

温
暖
化 

雷
落
と
し
た 

女
子
高
生 

 
 

 

東
京
都 

 

吉
岡 
敏
郎 

落
雷
や 

数
万
ボ
ル
ト
の 

天
体
シ
ョ
ー  

 
 

千
葉
県 

 

香
取 

義
和 

雷
を
知
る
Ａ
Ｍ
の
ラ
ジ
オ
か
ら 

 
 

 
 

愛
知
県 

 

幅 

茂 

 
 

 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
小
中
学
生
の
部
】  

 

 
 

 

【
大 

賞
】 

 
 

ほ
う
ぼ
う
に 

光
る
稲
づ
ま 

根
の
ご
と
く 

 
 

山
形
県 

 

佐
藤 

彦
摩
魯 

 
 

 

【
秀 

作
】 

 
 

お
り
て
く
る 

稲
づ
ま
に
乗
っ
て 

神
様
が 

 
 

山
形
県 

 

佐
々
木 

杏 

落
雷
の 

歴
史
感
じ
る 

金
ぼ
う
山 

 
 

 

山
形
県 

 

難
波 

結
菜 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

か
く
れ
ん
ぼ 

場
所
が
分
か
ら
ず 

稲
光  

 
 

茨
城
県 

 

川
本 

樹 

何
本
か
な
？ 

い
な
づ
ま
の
線 

観
察
だ  

 
 

  
 

山
口
県 

 

鈴
木 

祷
馬 

稲
光 

豊
作
願
い 

立
つ
祖
父
や 

 
 

 

山
形
県 

 

柿
崎 

日
向 
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第
十
七
回(

令
和
三
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

【
大  

賞
】 

雷
飲
ん
で 

大
鯉
深
く 

沈
み
け
り 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

静
岡
県 

 

野
月 

真
人  

【
秀  

作
】 

一
遍
の 

右
足
一
歩 

寒
の
雷   

 
 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神
奈
川
県 

河
本 

朋
広  

【
佳  

作
】 

轟
然
と 

庄
内
平
野 

渡
る
雷 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県 

 

佐
川 

浩
昭  

湯
殿
山 

稲
妻
の
た
び 

仁
王
立
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都 

 

羽
住 

博
之  

雷
や 

大
声
に
な
る 

子
守
唄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

島
根
県 

 

寺
津 

豪
佐  

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
一
般
の
部
】 

【
大  

賞
】 

補
聴
器
を 

つ
け
て
雷 

し
か
と
聞
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
神
奈
川
県 

竹
澤 

聡  

【
秀  

作
】 

リ
モ
ー
ト
の 

上
司
の
か
み
な
り 

画
面
消
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

宮
城
県 

 

高
橋 

洋
子  

コ
ロ
ナ
禍
は 

一
夜
の
雷
雨 

人
類
史 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神
奈
川
県 

改
発 

利
佳 

 

【
佳  

作
】 

球
界
に  

稲
妻
走
る  

二
刀
流 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

大
分
県 

 

坂
本  
洋
一  

地
雷
踏
み 

妻
と
は
い
つ
も
の 

デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

 
 

 
 

 
 

 

大
阪
府 

 

東 

明
彦  

無
観
客 

そ
れ
で
も
雷
鳴 

か
き
鳴
ら
し 

 
 

    
 

 
 

 
 

 

東
京
都 

 

札
場 

靖
人  

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
小
中
学
生
の
部
】  

【
大  

賞
】 

落
雷
し 

半
狂
乱
の 

テ
レ
ワ
ー
ク 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都 

 

前
岡 

里
奈  

【
秀  

作
】 

雷
の 

発
生
源
は 

通
知
表  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都 

 

前
岡 

里
奈  

北
向
く
と 

空
に
ひ
び
割
れ 

雷
か 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

徳
島
県 

 

高
橋 

聖
花  

【
佳  

作
】 

み
て
み
た
い 

か
み
な
り
お
と
せ
る 

お
と
う
さ
ん 

  
 

 
 

 

山
形
県 

 

國
分 

心
愛  

雷
は 

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
る
と 

落
ち
て
く
る 

 
 

 
  

 
 

 
 

兵
庫
県 

 

松
下 

朔
久  

怖
い
の
は 

音
と
光
の 

時
間
差
だ 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 

兵
庫
県 

 

﨑
田 

真
羽  
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第
十
八
回(

令
和
四
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

 

（
敬
称
略
） 

黒
田 
杏
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

【
大  

賞
】 

春
雷
や 

遠
き
母
ゐ
る 

方
を
見
る 

 
 

  
    

 
 

 
 

 
 

愛
媛
県 

 
 

 
 

カ
ン
ち
ゃ
ん  

【
秀  

作
】 

雪
起
こ
し 

祖
母
は
動
じ
ず 

針
仕
事  

 
   

 
 

  
 

 
 

 

京
都
府 

 
 

 
 

野
井 

さ
く
ら 

 

靴
ひ
も
を 

結
び
直
し
て 
遠
雷
聴
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
都 

       

森
田 

宏 

【
佳  

作
】 

雷
が 

鳴
り
て
吹
雪
の 

日
本
海 

  
 

 
 

 
              

埼
玉
県 

 
     

泊
雲  

火
渡
り
の 

女
行
者
や 

稲
つ
る
び 

 
 

 
 

 
 
            

大
分
県 

 
     

小
野 

道
山  

真
夜
覚
め
て 

寝
付
け
ぬ
儘
の 

鰤
起
し 

 
 

 
 
            

千
葉
県 

 
     

松
田 

な
ご
み 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
一
般
の
部
】 

【
大  

賞
】 

砲
と
雷 

聞
き
分
け
て
い
る 

戦
渦
の
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

静
岡
県 

 
     

増
田 

浩
二 

【
秀  

作
】 

光
っ
た
ね 

あ
あ
光
っ
た
ね 

倦
怠
期 

 
 

 
 

 
           

愛
知
県 

 
     

井
深 

靖
久  

刺
が
取
れ 

雷
も
尽
き 

好
好
爺 

 
 

 
 

 
 

 
           

千
葉
県 
 

     

小
田
中 

準
一 

 

【
佳  

作
】 

万
雷
の 

拍
手
に
ブ
ラ
ボ
ー 

か
き
消
さ
れ 

 
 

 
            

神
奈
川
県 

 
   

梅
山 

す
み
江 

 

妻
の
雷 

補
聴
器
外
し
て 

聞
い
て
み
る 

 
  

              

大
阪
府 

 
 

   
東 

明
彦  

風
神
よ 

雷
神
に
言
え 

や
か
ま
し
い
！ 

 
 

  
             

神
奈
川
県 

 
   

鯨
之  

【
選
外
佳
作
】 

ほ
め
育
て 

雷
親
父
は 

立
つ
瀬
な
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

奈
良
県 

 
     

中
川 

幸
代  

う
た
た
ね
の 

生
徒
を
起
こ
す 

ご
雷
神 

 
 

 
 

           

山
形
県 

 
     

高
橋 

直
子  

マ
ス
ク
と
り 

稲
妻
走
る 

そ
の
素
顔 

 
 

 
 

 
           

埼
玉
県 

 
     

い
そ
の
っ
ぺ 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
小
中
学
生
の
部
】  

【
大  

賞
】 

母
キ
レ
る 

弟
の
笑
顔 

避
雷
針 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県 

 
     

高
村 

知
徳  

【
秀  

作
】 

か
み
な
り
で 

家
族
集
合 

ホ
ッ
と
す
る 

 
 

 
 

 
           

山
形
県 

 
     

五
十
嵐 

大
智 

 

せ
の
び
し
て 

サ
イ
ダ
ー
の
ん
だ
ら 

イ
ナ
ズ
マ
は
し
る 

 
 

 
 

山
形
県 

 
     

佐
藤 

悠
成  

【
佳  

作
】 

稲
光 

手
元
を
照
ら
す 

闇
ご
飯 

  
 

 
 

 
 

            

茨
城
県 

 
     

加
古 

る
り
な 

 

真
っ
暗
な 

夜
空
に
生
き
る 

金
の
り
ゅ
う 

 
 

 
           

山
形
県 

 
     

遠
藤 

有
紗 

雷
と 

ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
道 

ジ
グ
ザ
グ          

 
            

東
京
都  

      

山
本 

愛
奈 
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第
十
九
回(

令
和
五
年
度) 

「
雷
」
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト  

受
賞
作
品
集 

 

（
敬
称
略
） 

 阿
部 
月
山
子 

先
生 

選
【
俳
句
の
部
】 

【
大  

賞
】 

稲
光 

闇
に
著
る 
金
閣
寺 

 
 

  
    

 
 

 
 

 
 

 
 

 

福
岡
県 

 
 

 
 

早
川 

忠
之  

【
秀  

作
】 

冬
の
雷 

沖
を
見
詰
め
る 
漁
師
妻 

 
   

 
 

  
 

 
 

 
 

 

東
京
都 

       

石
川 

昇  

遠
雷
や 

島
に
赴
任
の 

カ
ウ
セ
ラ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
潟
県 

       

春
野 

ぷ
り
ん 

【
佳  

作
】 

出
羽
三
山 

生
ま
れ
か
わ
り
の 

旅
の
雷 

  
 

 
            

大
分
県 

       

吉
田 

紫
紅 

継
ぐ
人
の 

な
き
荒
畑
や 

雷
雨
降
る 

 
 

 
 

 
           

 

千
葉
県 

       

小
田
中 

準
一 

 

純
色(

に
び
い
ろ)

の 

空
を
切
り
裂
く 

鰤
起
し 

 
            

東
京
都 

       

安
田 

功
二 

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
一
般
の
部
】 

【
大  

賞
】 

砲
雷
に 

泣
く
吾
子
を
抱
く 

母
悲
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

     
滋
賀
県 

 
     

廣
木 

信
子 

【
秀  

作
】 

虎
皮
の 

パ
ン
ツ
も
今
は 

紙
お
む
つ 

 
 

 
 

 
           

広
島
県 
 

     

黒
飛 

義
竹  

誹
謗
や
め 

な
く
す
ネ
ッ
ト
の 

地
雷
原 

 
 

 
 

           

神
奈
川
県 

     

改
発 

利
佳 

 

【
佳  

作
】 

雷
と 

凧
で
お
札
の 

１
０
０
ド
ル
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

愛
媛
県 

 
     

さ
ん
ご
し
ょ
う 

 

こ
れ
も
老
い 

雷
お
こ
し 

歯
が
立
た
ず 

 
 

 
 

           

埼
玉
県 

 
     

深
澤 
健  

雷
に 

貸
す
耳
持
た
ぬ 

ゲ
ー
ム
の
子 

 
 

 
 

 
           

千
葉
県 

 
     

老
い
猫  

【
選
外
佳
作
】 

Ａ
Ｉ
も 

雷
落
ち
て 

失
神
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

           

高
知
県 

 
     

野
中 

泰
佑  

雷
文
化
都
市
構
築
推
進
委
員
会 

選
【
川
柳
小
中
学
生
の
部
】  

【
大  

賞
】 

に
ら
み
合
い 

電
光
石
火 

跳
ぶ
竹
刀 

 
 

 
 

 
 

       
 

群
馬
県 

 
     

吉
井 

咲
喜  

【
秀  

作
】 

指
先
で 

感
じ
る
雷 

静
電
気 

 
 

 
 

 
 

 
 

           

埼
玉
県 

 
     

沖
田 

 

典  

停
電
し 

な
ぜ
か
不
思
議
で 

わ
く
わ
く
だ 

 
 

 
           

山
形
県 

 
     

菅
原 

和
希  

【
佳  

作
】 

落
雷
だ 

呪
文
を
言
う
よ 

授
業
中 

  
 

 
 

 
 

          

山
形
県 

 
     

齋
藤 

陽
晴  

雷
神
が 

あ
い
さ
つ
に
来
た 

積
乱
雲 

 
 

 
 

 
           

山
形
県 

 
     

藤
田 

都
希 


